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シンセサイサーJX-5P用フロクラマー

奮のサンフル
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シンセサイザーJX-3P用

PG-200 
PROGRAMMER 

音のサンフル32
●この惰のサンプル32』 は、 JX-3Pのサウンドを、より

豊富にプログラムするために作られた、PG-200の音の

セッティング・サンプル集です。

●セッティング例は、 32種類あります (P-3から P-13) 。

●サンプル・ノート (P-14) は、セッティング例以外のオ

リジナル・サウンドづくりにご利用ください。

●各サンプルのセ ッティングつまみは、 あくまでも目安です。 接続する機

器に応じて 、 音色が異なる場合もあります。

• PG-200は 、 デュアルDCO 、 6ボイス ・ ポリフォニック・シンセサイザーを

コントロールする機能をもったプログラマーです。 プログラム以外にも

音づくりに便利なエディト （修正）機能を備えています。

• JX-3P は 、 プリセッ トされている音を自分の好みの音色にエディ トする

ことができ 、 PG-200を利用すれば、 さらに本格的な音づくりも可能

となります。 エディトできる要泰は全部で32種類です。

DINシャ ック

パネルの名称 I DC0-1 DC0-2 VCF VCA 
レンジ レンシ チューン ソース・ミックス

、. . 03

• 
w• 

ム”
乞
ゞ

15\

(
/

0 

レ
ー
／
ご
‘10

←
う

丁
Q
。
リ

こ
ヽ

v

う

砂5喜
ハ
0

こ
ヽ

a

こ
ヽ
。

h
>
i
o
p
e

サ
レ
＼
ヽ
―
/

]
＼
、

n
呈

v
e
l

1
 

10 

/\ 

こ
、

1
0ス

s
ー

、
—

ラ
イ

n

ム

/
L
、

％
？
召
ハ

0

炭

:
/
0
E
N
V
`
J
ボ
スEィ

ヽ
―
/

g

ヶ

こ
ヽ
—
[

2

ン
一

乞
ヽ
\
}
娑
乞
ヽ
＼
1
0
”
こ
ヽ
\
1
0
0

ォ
ン

s
ー
一

ー
ト
ヶ
レ

s
ー

ィ
／
ご
‘1
0

り

0
ハ
ム

タ

S
忍
／
0

翌
こ

1
0
L
F
O
`

／0
ご
／

ク

ヽ
―
/

|
|

ッ夕

• 

..• 

i
E
N
V
且

i
^
)

ァ

：
炉
ザ
ロ
[
]

ー
シ

ン
一ン
レ

占

5
L
F
O
旦

m

-

T
隠

•`3 
戸
亨0

1
三
『
唸L
F
O
[
`
o

玩2・
パ
）

o
l
 
2
.
 

F

ェ

L

ゥ

C) ウェープフォーム2• 
fU. 
1
.
 の

フリケンシー・
モジュレーション

LF〇 fNV 

旦：日
LFO テフス

\• / 

玉天
I ¥ 
0 10 

, 
嶋
・

.ヽ• “. 

。

HPFカッ トオフ・
フリケンシー

VCAモート

且且

コーラス・
スイッチ

O

n

5

 

且

Synthesizer 

届Roland

マニュアル ・

ポタン
ライト・ポクン

LJ LJ 

゜



まずは基本接続から……
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A

JX-3Pの電源をOFFにする 。

JX-3Pの外部機器セレクト・スイッチを、

Programmer側にする 。

JX-3Pの電源をONにする。

マニュアル・ボタンを押して、オリジナル・

サウンドづくりスタートク

DIC コード( 6P)

戸

電源スイッチ

(OFF) 

r
l

且
苔

＿

外部機器セレクト ・スイッチ

（プログラマー側にする ) 
Manual 

¥II// 

ON 

音色のメモリー
PG-200 でつく った音色を JX-3Pにメモリーさせることができます。

PG-200とJX-3Pの詳しい操作

方法を知りたい場合は、取扱説
明書を、ごらんください。

Write 

¥II// 

し PG-200のライト・ボタンを押します。

A
 

ON 

JX-3Pのバンク・ボタン (Cまたは

D) とトーン・セレクト・ボタンを押

して、メモリーさせる場所を指定し

てください。

、』-------
ON 

目次

rJ 1 ストリングス I ロ 10 クラビ
2 ストリングス II 11 ハープシコード

P-3 
3 オルガン I

P-6 
12 ビプラホン

El 4 オルガン Il 口 13 チャイム
5 オルガンm 14 チェレスタ

P-4 
6 ブラス I

P-7 
15 アコーディオン

[3 7 ブラス II 口 16 ポイス
8 エレクトリ ック・ビアノ I 17 バイオリン

P-5 9 エレクトリック ・ ピアノ Il P-8 
18 フルート

ON 

口 19 オーポエ ~ 28 シンク ・スィーブ
20 ソング・ホイッスル 29 ファンキー・クラビ

P-9 21 シンセブラス I P-12 30 バルサー

口 22 シンセ・ブラス II 口 31 プラネッ ト
23 ディストーション・ギター 32 ジェット

P-10 24 ジューシー・ファンク P-13 

D 25 フィルター・フロー
P-14 サンプル・ノート

26 ファッ ト・フィフス
P-11 27 シンク・ワウ

8 
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A 
ストリングスI
STRING I (Low smng) 

〈ロー・ストリングス〉

音源は、 DCOl 、 2共にノコギリ波を使い 、 音の高さは 16 '

です。 ピソチは Fine Tuneで少しだけずらします。 この時、

ビブラートはかけません。 一番大切なのは、 エンベロープ

で、アタックを多少遅らせ気味にして、リリースもつける

などしてス トリングスのやさしさを表現します。

カットオフ ・ フリケンシーで音色の明るさを決めて 、 最後

にコーラスをつければできあがりです。

ストリングスI
STRING II (High String> 

〈ハイ・ストリングス〉

ストリングス I ょり、ビッチを 1 オクタ ー ブ上げ8 ' にしま

す。 リ リースは、ストリングス I ょり短かめにしてください。

オルガンI
ORGANI 

〈ジャジなサウンド〉

ここでは、 DCOl 、 2の他に、レゾナンスを発振させVCF(※）

で音源をつくっています。 この時、ピ元チフォローは1 00%

にすると音程を取ることができます。 音の高さは、カットオ

フ ・ フリケンシーで決め 、 DCOl 、 2よりもちょうど、2オク

ターブ高い4' にセ ッ ト します。 VCAはGATE側にセ ッ トし

て 、 エンベロープはすべて"Q"位岡で、オルガン独特のク

リック音を演出します。

コーラス・スイッチをON にすれば、より拡がりのあるサウ

ンドが得られます。

（※） このようにしてVCFでつく った音源をミックスすると、

スリリングな音色を表現できます。

ー·ぶ.•1-•Iet●’‘ ~'l.e! ...... 'i.tf~1 

り O~@⑭|日ハ
ちo D@®0⑭ 
ilil 0日日①＠
I I I I I I 

⑭ ⑭-0 ◎ 白A ~~
LFO Envelope 

oee邑⑭＠邑
一収•A~•let•;,~,,~~,,叩

0 0 • ®01 日へ
ODS⑭〇邑
り0®
邑 0-0 ® 白ハロ:.

LFO Envelope 

O邑＠邑邑®邑
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0 り®®01 己
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□ 口
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い包⑤0000 □口



B 
オルガンIl
ORGANll. 
〈ホーム・タイプのオルガン〉

ここでは、 DCOl とDC02 を 2オクターブ離します。 レゾナ

ンスは発振させず、音質は、オルガン I ょりも明るめに表

現し、波形も矩形波( n.」 ) を使います。

ー•le!.• l:i-•Ie!.• 畳~ ~·,ti~·iet., 
0 d©.®01 日.f1.
d6◎⑭◎⑭ 

~0も⑭ 0-0 ⑭日ハ ロ~
LFO Envelope 

O⑭⑭ 0000 □口

オルガンDI
ORGAN皿

〈パイプ・オルガン〉

オルガン IIのように、 DCOl とDC02 は 、2オクターブ離し

ますが、 ソース ・ ミックスではDCOl と DC02 を 1 :3の割合

にセットします。 カットオフ・フリケンシー も "5"位醤にセ

ッ ト 、 オルガン I 、 II に比べると明るめのサウンドが得ら

れます。 VCAは 、 エンベロープ( h. )側にセ ッ トします。

エンペロープは 、 アタックを多少遅らせ気味に。 リリース

も少々味つけして、パイプ・オルガンのようなホール・トー

ンが出せます。

—•lei•:-- ー~~.,.ら一

0 0~001~" 
bDｮ.ｮ 〇＠
U-QW0e 
ｩ0-D@ [J 日:

LFO Envelope 

0も合も＠＠邑□口

プラスI
BRASSI 

ブラスのパリッ とした感じを表現するには、カッ トオフ ・ フ

リケンシーが"Q"位置で 、 エンペロープ・モジュレーション

を "10"位謹にします。 こうすれば、エンベロープにかかる

電圧の変化がそのまま、 VCFの音色の変化になるため、

エンベロープのつくり方により多彩な音色をつくることが

できます。

—~·J, — VCA 

0 00001 日＾
b000創⑭
[g__Qill] 00 
e e-oｮ 日A ~~

LFO Envelope 

0砂⑭◎◎＠◎ロロ
゜
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プラス1I ・・ • 

BRASSll 
〈ホルン系のやわらかいプラス〉

ブラス I ょり 、 エンベロープ・モジュレー ションを下げ音色

をやわらかくします。 コーラスも加え、 よりソフトな感じに

してください。

0000邑1 日＾
00000⑭ 
tt_Qill]0ｮ 
ｮ0-0ｮ 白口~

LFO Envelope 

00®@邑＠邑□口

エレクf仰ク七アノI
ELECTRIC PIANOI 

DC02 は、バルス幅向のエンベロープでコントールしてい

ます。 エンベロープは、立ち上がりが強く、サスティンが適

当に長くねばりのある電気ピアノ的なサウンドをつくり出

しています。 VCFにLFOモジュレーションをかけているた

めトレモロ効果をも演出できます。 コーラスを ONにすれ

ば、さらに深みのある電気ピアノ ・サウンドが得られます。

（※）パルス波は、 DC02にシンクをかけることにより、つく

るこ とが可能です。 バルス幅は、ピソチを変えるこ と

により変化させることができますが、ここではエンペ

ロープ・モジュレーションをON にして、 DC02のピ'J

チを変えています。

ー•le!•:i-•Ie!•I'— 四

O OSｮｮ ~ h 

b 0ｮ0ｮｮ 
s.;o 

“゜日し邑＠：戸ハ⑭日h c~ " 

LFO Envelope 

00もO⑲@@ □ 口

エレク'}!)~ク七刃1l
ELECTRIC PIANO JI 

エレクトリック・ピアノ I に、 コ ーラスをかけて明るめの音

色を求めま した 。 エンペロープは、サスティンを短かめにし

て歯切れの良いサウン ドをつくっています。

ー•le{●ll-•lef.•~、 ~·,ti—’ヽ叱9

00B0⑭ I~l' 
()Qg0も灼

tt-0り0B邑 0-0 ⑭白t-, C日:.
LFO Envelope 

0€>@0® 邑邑□口
• 



D 
クラヒ・
CLAVI 

DC02にシンクをかけることにより、パルス波を生み出し

ます。 さらにピyチを変えれば、パルス幅も変化しクラビ

ィ風の波形が得られます。 エンペロープで弦をひっかくよ

うな感じを出します。 音の減衰のとき、音質も変化してい

るためVCFにエンペロープをモジュレー ションします。

ー•tet•fl....-収,;,—’ヽ引』一＇叩

り 0~0®1 日へ
d OB邑〇怠
~0® 砂 0-0 e 白~~

LFO Envelope 

O@ｮ 〇®も＠□口

/Iーフシコ—ド
HARPSICHORD 

DCOl は8 '.、 DC02 は4' でその割合は、 1 :2程度にセッ トし

ます。 VCFではHPFを上げ、低音部をカットしハープシコ

ード独特のきらびやかなサウンドに仕上げます。

ハープシコードは弦をひっかいているので、その感じを出

すのにはエンベロープが大切です。

ー•tet·lli-収,;,—9、ti...... 凶

Od⑤◎⑭ I~Y' 
ODSｮｮ@ 
りO◎
砂 0-0® 日~~

LFO Envelope 

00@0@〇＠□口

ピプラホン
VIBRAPHONE 

DC01 は8 '.、 DC02は4 ' でその割合は、 1:1 程度です。

音色はホッ トな感じに仕上げ、VCFにLFO のモジュレーシ

ョンをかけてトレモロ効果を出します。 エンベロープでビ

ブラホンをたたくような感じを出 します。

~·,ej.-,,.,~~ 
0 dB®01 日＾
dO@ • 0ｮ 
ilil Oilil 邑合
~® 白K ~~
'¥ LFO Envelope 

00®0⑭①⑭ロロ

—•M•I-一

ｮ
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E 
チャイム
CHIME 

金属的な音を出すためにDC02のクロスモジュレーション

を“メタル＂にセットします。Tune と Fine Tu neでチャイム

らしいピyチを設定します。あとは 、 エンベロープで立ち上

がりが早く余韻のあるサウンドをつくります。

チzレスタ
CELESTA 

DC02のTune およびFine Tune を " 1 0"位団にします。

DCOl は8 ' で、隠し味程度にまぜます。 HPF を "10"位置

にして低音部をカ ッ トします。 エンベロープでチェ レスタ

風のかわいいキラキラした感じを出します。

アコーティオン
ACCORDION 

DCOl とDC02は、 1 オクターブずらし、その割合は1 : 3 ぐ

らいにします。 HPFは "10"位匹にまわして 、低音部をカッ

ト 。 アタックは、遅れぎみにセッ ト し、 VCFのLFOモジュレ

ーションを浅くゆっくりとかけて、アコーディオンが開いた

り閉じたりするイメージを演出します。

1• 収•A 11111111!111111• 1中~~ ~'l.t! ...... 'I. 叱9

d dB®01 日＾
bDe00ｮ 
~0@ 
0 0-{] ⑭白h ~~

LFO Envelope 

O◎◎① ®0@ □口
ー•1-t·:i-収,;,—［引一~~.,~~

0 00.ｮ ⑭ I~l" 
0 00. 邑0®
り0®
ｮ • -0ｮ 白~~

LFO Envelope 

O邑⑭O⑭O⑭ロロ
1• 収•A 11111111!111111• l叫●が ~L~ 心

いりの®⑭ I~t 
00@. ⑭邑®
n_Qj日邑◎
0®-0 邑白口~

LFO Envelope 

00⑲⑲®⑭⑭ロロ



F 
ポイス
VOICE 

DCOにエンベロープのモジュレーションをかけて、キーを

押すと音程が自動的に下から上にグライドするようにし

ます。 ビプラートを強くかけ、レゾナンスも同様に多めに

するなどして、 ユニークな感じを出します。

—•lti•I'— 四

り 000®1 日へ
Ooo⑭ ｮｮ  
＂゜D00®I I I I I I 

ｮ ®~ A@ D c~~ 
LFO Envelope 

O@@邑⑭®0 □口

バイオリン
VIOLIN 

ノコギリ波(N) を使い音質はカットオフ ・ フリケンシー

だけ調節します。 ここでは、ツマミの位謹を3分の2 ぐらい

にセッ トし明るめの音をつくっています。 エンベロープでバ

イオリンらしい‘ノフトな感じを表現してビブラー トで仕上

げます。 低音部はコントラバス風、中音部はビオラ風、志

音部はバイオリン風になっているため弾き方に変化が得

られますので、いろいろ試してみてください。

ー!lei•~一 VCA 

0 000① 日ハ
00000 • 

~®0 
@0~ ハ ®[J°C~

LFO Ernie lope 

oes邑⑭®砂□口

フルート
FLUTE 

音源はDC01 のノコギリ波 (N) とDC02のパルス波(ru)

をミックスします。 フィルターは、あまり開かずにやわらか

い音質をつくり出します。 VCFにLFOモジュレーションを

かけてトレモロ的なビブラートを少し与えます。

—•le!•~ —~,-i.- VCA 

ddの⑭⑭1 日＾
b OSｮ@ｮ 
~0 • 邑 0-D® ~h ijoo 

LFO Envelope 

0も色邑®邑⑤□口
ｮ
 



G
 オーポエ

OBOE 

DC02にシンクをかけ、バルス波をつくります。 ピyチを変

えることよりバルス幅を変化させオーボエらしい波形をつ

くります。 VCFはHPFを"10"位爵にまわし低音部をカット

するなどして 、 オーボエ独特の線の細い澄んだ音色をつ

くり出します。

ー•t叩1111111[11111111収,;,—’ヽ叫＿況9

0 OB®®~,. 
O 69ｮｮｮ 

": 

旦00
®0-D® >~~

LFO Envelope 

0€>@邑⑰®0 □ 口

ソン~1"/r-秒ス'//1(/J局
SONG WHISTLE 

DC02にエンベロープのモジュレーションをかけて 、 音程

を下から上にグライドさせます。 音質を 口笛に近づける

ために 、 HPF を上げ低音部をカ ッ トし 、 レゾナンスを上げ

ます。 仕上げは、 LFOで口笛独特の早いビブラー トをか

けます。弾くときにベンダーをうまく使用すれば、 より口笛

らしい感じが出せます。

—•le!•~ — ー~J.tJ...... 'J..,~-----

0 0 e. 0ｮ1 [!]" 
0 ()(!})色＠＠
DD o~~e0 
召ハ0D~~ 

LFO Envelope 

O邑＠邑⑭0€) ロロ

シンセプラスI
SYNTH BRASSI 

2つのDCO を充分に利用してぷ厚いサウンドをつくり出

します。 DC02にエンベロープのモジュレーションをかけ

て、鍵盤を押すと音程が下から上にあがるようにセッ ト し

す。 （上にあがった時のピソチとDCOl のピソチを合わせ

ます。）このDC02 と DCO をミ ックスし コ ーラスをかけれ

ば、 1可台かブラスのピソチが多少ずれるようなス リルある

サウンドをつくり出せます。

一収•I-収.;,—1,91 ...... ,, 叩

oO~ ⑭ 01 日n
1. 

OOS®0邑
ilil Oil日①⑭
§ハ◎ り C日:.

LFO Envelope 

0砂®砂0®〇□口
ｮ
 



ff 
シンセフラス1I
SYNTH BRASSJI. 

ソフトなブラス Iの音にレゾナンスを加え、シンセサイザー

らしい音を演出します。 DCOl と DC02 をミックスに、 HP F

を "Q''にするなどして音に厚みを加えます。やわらかい音
質にコーラスが気持ちよく解け込んでいます。

ディスf—ション,#'_タ—
DISTORTION GUITAR 

DC02は、バルス幅のエンベロープをコントロールしてい

ます（パルス幅のつくり方は、エレク トリック・ビアノ I を参

照P-5) 。 アタック"O'.ヽ ＇リ リース"O"にしてギター らしい攻撃

的なサウンドが得られます。

シ(2~シー•ファンク
JUICY FUNK 

レゾナンスを強調した最もポピュラーなシンセサイザー ・

サウンド。 シンセ ・ベース、メ ロディー、コードと用途は多

用です。

・・ ・・ • 
I' ' 

どり9®01 日へ
OD~®@包
U-000⑭ 
@ｮ-D @~"~~ 

LFO Emielope 

0も◎も邑©〇□口
...., 

’’’ 

0 0®®01 日.n.
吐

06®®0邑
@W0ｮ 
邑◎~v€ ぅ白ハロ~

LFO E唸lope

00®0®®0□ 口
I••It!•l:i-• Iet•;,~ ~·,-i.....-四

0 00001 日n
b 000@ｮ 
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スロー・アタックにして音が立ち上がると同時に音色が変

化するようにセットします。 このとき、レゾナンスを多少上

げ、ピッチも少々ずらしぎみにコーラスをかければ、より菫

厚なサウンドが得られます。
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FAT FIFTH 

DCOl と DC02 を 5度ずらします。 アタック"O'.、’ リリース"O"

で攻撃的なサウンドをつくり出しています。

シンク•ワウ
SYNC WAH 

DC02に、エンベロープのモジュレーションをかけて音程

を上下するようにしています。 この状態でシンクをかけ 、 音

色もレゾナンスを上げていますので、シンセサイザーにワ

ウをかけたような独特なサウンドが得られます。 ソロ演奏

に威力を発揮します。
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 シンク•スイ—フ
SYNC SWEEP 

DC02にエンペロープのモジュレーションをかけて、音程

が下から上にあがるようにセットしてください。 （エンペロ

ープのアタックを遅らせていますが、立ち上がりの早い音

をつくるために、 VCAはGATE側にセットします。）この状

態で、シンクをかけているために、スィープ感のあるサウ

ン ドが得られます。 ソロを演奏するときに威力を発揮でき

ます。
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DC02は、バルス幅のエンベロープを コントロールしてい

ます（バルス幅のつくり方は、 エレク トリック・ピアノ I参照

P-5) 。 VCFでレゾナンスをあげ、 VCAにコーラスをかけ

るなどして、クラビに比べ、ややクセを出しています。
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サンプル＆ホールド・ サウンドで、 VCFにLFOのモジュレ

ーションを ランダムでかけると得ることができます。 リリー

スを多くかけレゾナンスをあげると、 SF的な感じが強調

されます。
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プラネット
PLANET 

レゾナンスをいっばいにして発振させ、エンペロープをイ

ンバータ ーにするなどして、 VCFにモジュレーションしま

す。 インバーターを使った独特なサウンドづくりが可能

です。

ジZット
JET 

音源にノイズを使用します。 エンペロープは、アタック ／サ

スティン ／ リリース共"10"位翌にセットして、ジェッ ト機が

飛んで行くような音を出します。 音色も、このエンベロー

プの波形と共に変化するように、VCFのエンペロープ・モ

ジュレーションをあげて調節します。 また、ピッチ ・ フォ ロ

ーを " 1 0"にして弾く鍵盤の位団によって音色が変わるよ

うにセットしています。 コ ーラスを加えると、より一屈強力

なジェット・サウン ドが得られます。
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サンフクレ•ノ—トォリジナル・サウン ドづくりにご利用ください。
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PG-200音のサンフクレ 32
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I PG-200(プログラマー）主な仕様 I 

• DC0-1 

レンジ(4 '.、 8 '. 16') 

ウェーブ・ フォ ーム (/V 、 ru 、 n」)

フリケンシー・モジュレーション(L FO、 ENV)

• DC0-2 

レンジ(4 '.8'. 16') 

ウェーブ・ フォーム(IV 、 胆、 n」、ノイズ）

チューン（士約 1200セント ）

ファイン・チューン（土50セン ト ）

フリケンシー ・モジュレーション( LFO、 ENV)

クロス ・ モジュレーション（シンクロ、 メタル）

モジュレーション ・ センス(ENV、 LFO)

• VCF 

ソース ・ ミックス

HPF…••• カッ トオフ・フリケンシー

LPF ・ ・・・.. カットオフ ・ フリケンシー

レゾナンス、

ENVモ ジュレーション、

ポラリティー、

LFOモジュレーション、

ピ1チ ・ フォロ一

• VCA 

モード(ENV、 Gate )

レベル

• ENV 

アタック・タイム

ディケイ ・ タイム

サスティン ・ タイム

リリース ・ タイム

• LFO 

ウェープ・フォーム（へJ 、 n」、ランダム）

ディレイ ・ タイム

レイト

●コーラス

コーラス・スイッチ(ON /OFF}

● ファンクション

マニュアル・ポタン＆インジケーター

ライト・ポタン＆インジケーター

• DINコネクター(DIN6P)

●外形寸法

244(W} X 45(H} X l 72(D}mm 

●重量

1.4kg 

●付属品

DINコード(DIN6P}

※仕様、外観は、改良のため変更する場合があります。

厖Roland
口ーラント株式会社
本社
● 〒 559 大版市住之iI区新北島3-7-13 tr06(681)8661 
営纂所
● 札幌I〒060 札幌市中央区北一条il!i7-3 trOl 1 (281)0708 
●仙台I〒980 仙台市本町1 - 10- 12 tr 0222 (25) 6221 
● 東京／〒 101 寮京郡干代田区神田須田町1 -5 tr03(251)5595 
●大宮I〒 330 瑾玉県大宮市1;木町4-2 tr0486(45) 7737 
●横浜I〒 221 横浜市神奈川区践足町2-21-9 tr045(313)3841 
●浜松I〒 433 浜松市高丘町878-8 ff0534 (37) 1231 
●松本/'r399-65 松本市 芳I ll平田349-2 tr0263(26)8853 
● 名古辰I〒 460 名古屋市中区新栄 1 -49-18 tr 052 (241) 4332 
●大飯I〒 559 大阪市住之江区新北島J-7-1 3 tr06(681)8661 
● 広島I〒 730 広島市中区袋町2-25 ff082(247)2731 
● 揖岡I〒 8 12 櫂岡市渭多区渭多駅前3-18-6 tr092(471) 1481 
ショールーム
● 東京 /'r 10 1 東京名『千代田区外神田1-11 - 6 小暮ヒルSF tr03(257) 1301 
● 大阪／〒 530 大阪市北区惰田 1 -2-2-200 大屈駅訂第2ヒル2F tr06(346)0552 
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